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Segmental analysis of resp血tory liver motion in patients with and without 
a history of abdominal surgery 
（腹部手術歴の有無における肝臓各区域の呼吸性移動の解析）













<S8<S7<S1 <S6 、有りの群ではS3<SI <S4< S2< S5 <S8 <S6< S7 となり、左葉は右葉より移動量が小
さい傾向が確認された。移動の軌跡パターンは、呼気から吸気、吸気から呼気とで異なる経路を通ることや、
区域ごとに差異が見られた。手術歴が肝臓の呼吸性移動を抑制する原因は術後の組織の癒着による影響と
考えているが、術式や切除範囲等によってその程度は変化するため、手術歴が有る症例間においても呼吸
性移動の抑制効果が異なった。区域間の呼吸性移動の違いは、肝臓の周辺にある臓器や靭帯の影響が考
えられ、特に左莱の動きが抑制される原因として、心臓や胃による圧迫を受けて移動の自由度が制限されて
いると考えられる。
以上より、肝臓の呼吸性移動は肝区域によって異なり、腹部手術歴の影響を顕著に受けることが判明した
ため、放射線治療における病巣周囲のinternal marginの決定において、それらの背最因子を考慮する必要
性が強く示唆された)
本研究は肝臓の呼吸性移動を肝区域および腹部手術歴ごとに分析した世界初の知見である。この成果に
よって、肝臓の放射線治療の方針が症例ごとに最適化され、・治療劫果の向上と副作用の低減に寄与するも
のと考えられ、博士（医学）の学位論文に値する内容であると判断された3
